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第１回協議会（７月）の振り返り１
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本協議会は、「新たな回遊拠点の創出プログラム」のありたい姿を実現するための基盤整備に
ついて、関係事業者が一体となって議論を重ね、方向性を定めることを目的としています。

協議会
スケジュール

第１回（７月）

・浅草未来図案（まちづくりビジョン）
・協議会の趣旨
・まちの状況
・今後の進め方

第２回（９月）※今回
・前回の振り返り
・検討の共有方法
・新たな回遊拠点の創出の検討

第３回（１２月予定） ・調整中
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協議会の主な意見・回答

【事務局について】
○ 台東区及び東武鉄道株式会社が本協議会の事務局を務めることについて、全会で一致。

【協議会の進め方に関する意見】
○ 基盤整備を進める最初の段階であるため、外からの視点や興味の促進が重要。

【協議会での検討の情報共有について】
○ 地域の方に対しては、協議会資料を関係町会に配布し、町会の役員会等で周知いただく。

○ 地域外の方向けには区のホームページでの資料公開を予定している。

○ 雷門通りで実施予定の社会実験にて、パネル展示等で本協議会の検討を周知する予定。

【取組の進捗報告について】
○ 浅草未来図案に位置づけたプログラム全体を包括する会合は、年度末に実施予定。
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第１回協議会では、地域住民の方や来街者の方への情報共有のあり方について意見がありました。

協議会での検討内容や取組の状況を広く共有し、多様な関わり方につなげていくため、以下のと

おり、情報発信や対話の機会として考えられる手法を整理しました。

なお、以下の手法に限らず、今後、地域での関心や活動の広がりに応じて、勉強会等の実施の可

能性についてもあわせて検討していきます。

手法 主な対象 役割 主な内容 到達目標

① 回覧板 地域住民の方 認知してもらう
検討状況の周知、イベント
情報など

まちづくりの取組を広く
知ってもらう

② ホームページ
地域住民・事業者・来街
者の方

理解を深めてもらう
会議資料、検討経過、イベ
ント情報など

取組内容への理解を深めて
もらう

③ 幅広い世代への
   情報発信

近隣の小学生等
（若い世代）

世代を超えて情報を共有す
る

浅草のまちづくりをテーマ
にしたヒアリングなど

若い世代を起点に地域全体
へ情報を広げる

④ オープンハウス 地域住民の方 対話を創出する
意見交換、将来像の議論、
意見の収集など

多様な意見を収集し対話を
促進する

⑤ パネル展示
地域住民・観光客・イベ
ント参加者の方

来街者の関心をうながす
検討状況、住民意見の発信
など

来街者の関心を高め機運を
醸成する

⑥ シンポジウム
地域住民・事業者・来街
者の方

将来像への理解と共感を広
げる

講演、パネルディスカッ
ションなど

将来像への理解と共感を広
げる
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①回覧板による情報提供の実施

回覧板の役割 ＝「認知してもらう手段」

地域住民の方へ幅広く情報をお届けするため、協議会の検討状況や今後の取組予定に
ついて回覧板を活用して周知します。
より多くの方にまちづくりの動きを知っていただくきっかけとなることを目指します。

回覧板のイメージ図 第１回協議会資料の内容
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②ホームページでの情報公開の実施

ホームページでの情報公開の役割 ＝「理解を深めてもらう手段」

協議会で使用した資料や検討状況をホームページで公開し、いつでも内容を確認でき
るようにします。
回覧板による周知とあわせて、まちづくりに関心を持った方が継続的に情報に触れら

れる環境を整え、理解の促進や今後の意見交換・参加のきっかけづくりにつなげます。

ホームページで公開する情報等のイメージ図
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③幅広い世代への情報発信の実施（案）

幅広い世代への情報発信の役割 ＝「世代を超えて情報を共有する手段」

【参考】台東区内のまちなみや景色に関心をもってもらう
ことを目的とした「小学3年生まちなみ絵画コンクール」

児童・生徒をはじめとする子どもたちから、浅草の未来のまちづくりについて意見を
伺う取り組みを実施します。
この取り組みを通じて、次世代を担う若い世代のまちづくりへの関心を育むとともに、

学習成果を家庭や地域に共有することで、幅広い世代への情報発信につなげます。
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いただいた意見をもとにまちの将来像を示すオープンハウスのイ
メージ図（画像生成AIにより作成）

④オープンハウスの実施（案）

オープンハウスの役割 ＝「対話を創出する手段」

オープンハウスは、地域の方が気軽に立ち寄り、まちづくりに関する情報を知り、意
見やアイデアを共有できる場として開催します。
協議会での検討内容の共有に加え、浅草の将来像について対話を重ねながら、多様な

意見の収集を進めます。

オープンハウスの参加フローのイメージ図
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社会実験時におけるパネル展のイメージ図
（画像生成AIにより作成）

他イベント時におけるパネル展示の役割 ＝「来街者の関心をうながす手段」

イベント時でのパネル展示では、主に来街者や観光客の方を対象に、浅草のまちづく
りに触れてもらう機会として実施します。
協議会やオープンハウスの内容を来街者や観光客の方へ発信することで、浅草の未来

像を地域全体で共有し、まちづくりの機運醸成を図ります。

⑤他イベント時におけるパネル展示の実施

他のイベント時におけるパネル展示のフロー図
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シンポジウムの役割 ＝「将来像への理解と共感を広げる手段」

⑥シンポジウムの実施（案）

【参考】上野地区まちづくりビジョンシンポジウムの様子

シンポジウムでは、学識経験者やまちづくりの専門家、地域関係者等を招き、協議会
やオープンハウスで得られた意見や検討内容を広く共有します。
浅草の将来像や実現に向けた方向性について、専門的な知見や先進事例を交えながら

発信し、地域全体で将来像への理解と共感を深めるとともに、今後のまちづくりへの関
心を高める機会とします。
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情報共有・対話の全体イメージ（案）

回覧板やホームページによる情報発信に加え、学校等と連携した取組を通じて幅広い世代
へ情報を共有します。
その上で、オープンハウスで地域住民の方から意見を伺い、その成果をパネル展示等で発

信するとともに、シンポジウムを通じて将来像への理解と共感を広げることで、まちづくり
に関する対話の充実を図ります。

地域での関心や活動の広がりに応じて、各手法を組み合わせながら、認知から理解、対話、共感へとつなげていきます。

⑤パネル展示

③幅広い世代へ
の情報発信

⑥シンポジウム

②ホームページ①回覧板

④オープンハウス

認知 理解 情報共有の拡大

対話・意見収集 発信・共有 理解・共感の醸成
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新たな回遊拠点の創出の検討３
協議会の検討にあたっては、現在の浅草駅・隅田川周辺のまちの実情や社会情勢を踏まえながら、

過去に行った検討も参考にしつつ、まちのありたい姿の実現を目指していきます。

■第１回協議会資料より抜粋 まちの現況
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新たな回遊拠点の創出の検討３

⚫鉄道・バス・水上バスなどの公共交通の利用がしやすく、利便性が高い交通環境を確保します。

⚫隅田川周辺では、水辺とまちが一体的につながった空間づくりを推進します。

⚫観光や平常時の憩いだけでなく、災害時の避難にも対応できる空間を確保します。

滞留空間の創出・交通結節機能の充実・拡充を行い、これとともに浅草駅や地下空間を更新した

「浅草の新たな回遊拠点」として発展させます。

■まちのありたい姿
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新たな回遊拠点の創出の検討３

■現状

堤防や道路等によりまちなかと水
辺空間が分断されており、空間と
してのつながりに欠ける状況です。

■未来

まちづくりにあわせて、水辺に親し
める空間を創出するとともに、複層
的にまちと水辺をつなげることで、
まちなかと水辺空間のつながりを再
生します。

■現状からありたい姿への概念図
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今後、以下のような観点からありたい姿の実現に向けた検討を進めていきます。特に、東武浅草
駅の鉄軌道（線路）の配置は、交通環境や水辺とのつながり、空間構成に大きく影響することから、
これを検討の起点として、効率的かつ効果的な検討を進めます。

利便性が高い交通環境

水辺とまちが一体的に
つながった空間づくり

平常時だけでなく災害時
にも対応できる空間

▼浅草未来図案におけるありたい姿

水辺・基盤との整合の前提：まちと水辺の動線、隅田川の
スーパー堤防の整備計画等に影響

動線の前提の決定：多様な交通モードへの乗換動線（距離、
縦動線の位置、歩行者のゆとり等）の構成に影響

空間確保の前提：人や車両の動線計画、広場空間の連続性、
配置、規模等に影響

▼東武浅草駅の鉄軌道（線路）の配置がありたい姿に及ぼす影響

新たな回遊拠点の創出の検討３
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新たな回遊拠点の創出の検討３

利便性が高い
交通環境

水辺とまちが一体的に
つながった空間づくり

平常時だけでなく災害時
にも対応できる空間

■鉄軌道（線路）の配置を起点としたありたい姿の実現に向けた検討

時間帯により車両侵入
が禁止されている道路
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＜現行＞
① 平成11年度

まちづくり構想案①

ありたい姿の実現に向けて、鉄軌道（線路）の配置について今後検討を進めてまいります。
検討にあたっては、現行と平成11年度に策定されたまちづくり構想案の検討内容をベース

に進めてまいります。その上で、法令や物理的制約に加え、浅草を取り巻く環境が大きく変
化したことを踏まえ、過去の検討事項を現状に適合させながら、魅力あるまちづくりを目指
します。

鉄軌道（線路）の方向

河川の上 川に対して直角に進入

まちの中 南北方向に延伸

鉄軌道（線路）の方向

河川の上 川に対して斜めに進入

まちの中 東西方向に延伸

鉄軌道（線路）の方向

河川の上 川に対して直角に進入

まちの中 東西方向に延伸

新たな回遊拠点の創出の検討３

② 平成11年度
まちづくり構想案②
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